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井
ノ
口
哲
也
著
『
後
漢
経
学
研
究
序
説
』
南　
部　
英　
彦
著
者
は
、
一
九
九
八
年
発
表
の
学
界
展
望
「
後
漢
研
究
へ
の
ま
な
ざ
し
」（『
歴
史
学
研
究
』
707
、
一
九
九
八
）
に
お
い
て
後
漢
時
代
史
に
関
す
る
近
刊
の
三
研
究
書）1
（
を
論
評
し
て
以
降
、
後
漢
経
学
を
中
心
に
活
発
な
研
究
活
動
を
継
続
し
て
、
二
〇
一
五
年
、
そ
の
成
果
を
大
著
『
後
漢
経
学
研
究
序
説
』
と
し
て
結
実
さ
せ
た
。
そ
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
本
書
は
、
二
〇
〇
六
年
提
出
の
博
士
学
位
請
求
論
文
『
後
漢
経
学
研
究
序
説
』
と
、
二
〇
〇
九
年
度
〜
二
〇
一
二
年
度
・
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
『
後
漢
経
学
の
基
礎
的
研
究
』
と
、
こ
れ
ら
の
前
後
に
発
表
し
た
数
篇
の
論
文
と
を
再
検
討
し
、
そ
れ
ら
に
大
幅
な
加
筆
修
正
を
施
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
評
者
は
、
右
の
課
程
博
士
論
文
を
は
じ
め
と
し
て
、
著
者
が
論
考
を
発
表
さ
れ
る
度
に
、
そ
の
別
刷
を
頂
戴
す
る
と
い
う
恩
恵
に
浴
し
て
き
た
。
そ
の
学
恩
に
応
え
る
た
め
、
ま
た
後
漢
思
想
研
究
の
展
望
を
い
さ
さ
か
で
も
拓
く
た
め
、
漢
代
思
想
研
究
を
志
す
者
の
一
人
と
し
て
、書
評
の
執
筆
を
思
い
立
っ
た
次
第
で
あ
る
。
本
書
に
対
し
て
は
、
既
に
伊
藤
浩
志
氏
の
書
評「
一
次
資
料
へ
の
飽
く
な
き
探
究
心
」（『
東
方
』
413
、
二
〇
一
五
）
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
と
は
異
な
る
評
者
独
自
の
論
評
を
心
掛
け
た
い
。
一
　
本
書
の
構
成
と
序
章
の
概
要
ま
ず
、
本
編
及
び
附
編
の
内
容
理
解
の
補
助
と
す
べ
く
、
本
書
の
構
成
を
一
覧
し
、
次
い
で
序
章
の
概
要
を
窺
っ
て
お
き
た
い
。
　
序
章　
後
漢
経
学
研
究
の
視
点
本
編　
後
漢
経
学
の
研
究
　
第
一
章　
五
経
と
讖
緯
　
第
二
章　
経
学
の
継
受
　
第
三
章　
経
義
・
経
文
の
正
定
　
第
四
章　
「
高
宗
諒
陰
三
年
不
言
」
攷
　
第
五
章　
『
孟
子
』
と
そ
の
注
釈
　
第
六
章　
『
易
』
と
『
周
礼
』
　
第
七
章　
顔
回
像
の
変
遷
附
編　
阮
籍
の
三
玄
の
学
集
刊
東
洋
学 
第
一
一
五
号 
平
成
二
十
八
年
六
月 
八
七
－
一
〇
一
頁
88
　
第
一
章　
『
通
易
論
』
初
探
　
第
二
章　
『
通
老
論
』
の
検
討
　
第
三
章　
『
達
荘
論
』
訳
注
あ
と
が
き
・
初
出
一
覧
・
参
考
文
献
索
引
（
論
著
名
索
引
・
人
名
索
引
）
序
章
で
著
者
は
ま
ず
、
後
漢
経
学
研
究
は
次
の
二
つ
の
課
題
を
克
服
す
べ
き
だ
と
述
べ
る
。「
後
漢
時
代
約
二
百
年
に
わ
た
る
範
囲
で
経
学
と
い
う
学
問
に
関
係
し
た
当
時
の
知
識
人
の
活
動
情
況
を
つ
ぶ
さ
に
把
握
し
た
う
え
で
、
そ
こ
か
ら
後
漢
経
学
を
論
じ
る
こ
と
」
と
「
当
時
の
一
次
資
料
、
と
り
わ
け
膨
大
な
量
の
注
釈
を
仔
細
に
読
解
し
た
う
え
で
、
そ
こ
か
ら
後
漢
経
学
を
論
じ
る
こ
と
」
と
で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
は
、
概
ね
前
者
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
課
題
、
す
な
わ
ち
後
漢
経
学
研
究
の
核
心
で
あ
る
注
釈
の
読
解
に
基
づ
く
立
論
へ
の
入
り
口
に
立
つ
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
、「
後
漢
経
学
研
究
序
説
」
と
題
し
た
と
説
く
。
続
い
て
著
者
は
、
本
書
の
第
一
章
に
置
く
べ
き
内
容
を
何
に
す
べ
き
か
を
捉
え
る
た
め
の
視
点
と
し
て
、い
わ
ゆ
る
《
儒
教
の
国
教
化
》
説
に
対
す
る
自
身
の
考
え
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
五
経
博
士
の
設
置
や
儒
教
の
確
立
は
董
仲
舒
に
始
ま
る
と
い
う《
儒
教
の
国
教
化
》
に
関
す
る
従
来
の
「
定
説
」
に
疑
義
を
呈
す
る
、
福
井
重
雅
氏
の
一
九
六
七
年
発
表
の
論
文
「
儒
教
成
立
史
上
の
二
三
の
問
題 
│ 
五
経
博
士
の
設
置
と
董
仲
舒
の
事
蹟
に
関
す
る
疑
義 
│
」（『
史
学
雑
誌
』
76
│
1
、
一
九
六
七
）
は
、
今
日
ま
で
の
漢
代
研
究
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、《
儒
教
の
国
教
化
》
の
実
現
さ
れ
た
時
期
を
前
漢
武
帝
期
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
共
通
理
解
を
生
み
、
そ
の
時
期
を
前
漢
末
期
か
ら
後
漢
初
期
の
あ
た
り
と
す
る
見
方
が
支
配
的
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
全
て
の
研
究
者
が
同
一
の
指
標
を
持
ち
得
な
い
以
上
、
そ
の
実
現
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
の
統
一
見
解
を
求
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
「
儒
教
」「
国
教
」
の
語
も
漢
代
の
こ
と
ば
で
は
な
く
、定
義
の
成
功
例
が
な
い
。
結
局
、《
儒
教
の
国
教
化
》
と
い
う
も
の
の
考
え
方
が
、実
は
曖
昧
模
糊
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
《
儒
教
の
国
教
化
》
と
い
う
も
の
の
考
え
方
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
従
来
の
言
説
と
は
、
中
国
思
想
史
研
究
に
お
い
て
既
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
終
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
著
者
は
、
今
後
の
議
論
の
重
心
を
次
の
段
階
に
移
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
次
の
段
階
と
は
、
福
井
氏
が
前
掲
論
文
で
提
起
し
た
自
説
の
正
当
性
を
論
証
し
補
強
す
る
た
め
に
発
表
し
た
複
数
の
論
文
、つ
ま
り《
儒
教
の
国
教
化
》
の
「
定
説
」
に
対
す
る
疑
義
か
ら
う
ま
れ
た
副
産
物
を
指
す
。
著
者
は
、
こ
の
副
産
物
の
う
ち
、
特
に
福
井
氏
の
「
六
経
・
六
藝
と
五
経 
│ 
漢
代
に
お
け
る
五
経
の
成
立 
│
」（『
中
国
史
学
』
4
、
一
九
九
四
）
と
い
う
論
文
に
注
目
す
る
。
先
秦
か
ら
後
漢
初
期
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ま
で
の
一
次
資
料
に
見
え
る
経
書
の
総
称
「
六
経
」「
六
藝
」「
五
経
」
各
語
の
用
例
を
隈
無
く
調
査
し
た
こ
の
論
文
の
結
論
か
ら
、著
者
は
、
経
書
の
総
称
「
六
経
」「
六
藝
」
と
い
う
語
が
姿
を
消
し
は
じ
め
、
こ
の
二
語
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
「
五
経
」
と
い
う
語
が
普
及
浸
透
し
て
き
た
の
が
両
漢
交
替
期
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
上
で
、
様
々
な
観
点
か
ら
、
両
漢
交
替
期
か
ら
後
漢
時
代
あ
た
り
を
中
国
思
想
史
上
の
大
き
な
一
つ
の
画
期
と
し
て
捉
え
得
る
こ
と
を
述
べ
、「
五
経
」
と
い
う
語
が
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
か
ら
執
筆
を
開
始
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
の
で
、
本
編
第
一
章
に
「
五
経
と
讖
緯
」
を
置
く
の
だ
と
す
る
。
併
せ
て
、
中
国
思
想
史
上
の
大
き
な
一
つ
の
画
期
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
漢
交
替
期
か
ら
後
漢
時
代
に
か
け
て
の
時
期
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
相
前
後
す
る
前
漢
時
代
・
魏
晋
時
代
に
比
べ
て
研
究
の
畜
積
が
豊
富
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
今
日
で
は
、
後
漢
研
究
の
独
自
性
が
各
分
野
の
研
究
者
に
も
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
「
後
漢
経
学
」
の
語
を
用
い
た
と
述
べ
る
。
本
章
末
尾
で
著
者
は
、
本
書
で
用
い
る
「
経
学
」
の
意
味
を
示
す
に
先
立
ち
、
先
学
に
よ
る
定
義
・
説
明
を
紹
介
し
た
上
で
、
次
の
事
実
に
注
目
す
る
。
そ
れ
は
、後
漢
時
代
の
章
句
の
学
と
し
て
『
孟
子
』
章
句
・『
楚
辞
』
章
句
が
あ
り
、
ま
た
『
老
子
』『
淮
南
子
』『
呂
氏
春
秋
』
に
も
注
釈
が
施
さ
れ
た
と
い
う
事
実
、
及
び
そ
れ
以
前
の
戦
国
・
秦
・
前
漢
時
代
に
も
、
儒
家
の
「
経
│
伝
（
注
）」
に
限
ら
ず
、
『
墨
子
』
の
「
経
│
経
説
」、『
管
子
』
の
「
経
│
解
」、『
老
子
』
に
対
す
る
『
韓
非
子
』
喩
老
篇
・
解
老
篇
、
あ
る
い
は
一
篇
内
に
お
け
る
「
経
│
説
」
構
造
（
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
経
法
』
君
正
篇
・
亡
論
篇
な
ど
）
が
確
認
で
き
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、「
経
学
」
は
も
と
よ
り
儒
家
の
専
売
特
許
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
後
漢
時
代
に
お
い
て
儒
家
の
経
書
で
は
な
い
書
物
に
注
が
つ
け
ら
れ
た
営
為
も
、
れ
っ
き
と
し
た
経
学
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
後
漢
時
代
の
経
学
に
先
学
の
定
義
・
説
明
を
当
て
嵌
め
る
こ
と
に
は
留
保
を
要
す
る
と
し
て
、
本
書
に
お
い
て
は
「
儒
家
の
経
書
に
限
定
さ
れ
な
い
あ
る
特
定
の
文
献
に
対
し
て
何
ら
か
の
「
解
釈
学
」
的
営
為
が
認
め
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
を
ひ
ろ
く
「
経
学
」
と
呼
ん
で
お
く
」
と
述
べ
る
。
以
下
、
序
章
第
三
節
に
記
さ
れ
る
「
各
章
の
論
点
」
を
も
参
考
に
し
て
、
本
編
全
七
章
及
び
附
編
全
三
章
の
論
旨
を
要
約
し
、
本
書
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
読
後
の
感
想
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
二
　
本
編
・
附
編
の
要
約
本
編
の
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
は
、
後
漢
に
お
け
る
経
学
の
学
90
習
情
況
の
実
態
を
、
范
曄
『
後
漢
書
』
を
主
材
料
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
第
一
章
で
は
、
讖
緯
の
流
行
・「
五
経
」
と
い
う
語
の
普
及
浸
透
・「
古
学
」
修
得
者
の
活
躍
と
い
う
三
つ
の
現
象
の
相
互
関
係
を
考
察
す
る
。
光
武
帝
・
明
帝
・
章
帝
に
よ
る
讖
緯
の
信
奉
と
そ
れ
に
伴
う
儒
者
の
讖
緯
へ
の
異
常
な
学
習
熱
は
、
讖
緯
の
「
経
」
化
、
す
な
わ
ち
讖
緯
が
学
習
対
象
と
し
て
経
書
と
同
列
に
並
ぶ
情
況
を
も
た
ら
し
た
。
一
方
、「
楽
記
」
が
『
礼
記
』
の
一
篇
と
し
て
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
前
漢
末
期
か
ら
後
漢
初
期
に
か
け
て
、「
六
経
」
「
六
藝
」
と
い
う
用
語
に
代
わ
っ
て
「
五
経
」
が
経
書
の
総
称
と
し
て
定
着
す
る
。
こ
の
時
期
に
讖
緯
は
、「
経
」
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
五
経
に
絶
え
ず
関
与
し
た
。
す
な
わ
ち
、
学
習
者
に
よ
り
讖
緯
が
経
書
と
併
修
さ
れ
、
経
書
の
文
言
や
経
義
の
調
整
の
際
に
讖
緯
が
関
わ
り
、
ま
た
『
易
緯
』『
春
秋
緯
』
な
ど
各
経
書
に
対
応
す
る
緯
書
が
作
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
讖
緯
が
経
書
に
絶
え
ず
附
随
・
関
与
し
て
、
紐
帯
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、五
経
は
「
全
体
で
一
」
と
な
っ
た
。
そ
の
「
全
体
で
一
」
と
な
っ
た
五
経
を
、「
古
学
」
修
得
者
は
、
当
時
ま
だ
勢
力
の
あ
っ
た
一
経
専
門
家
に
対
抗
す
べ
く
、
ま
と
め
て
学
習
し
た
と
す
る
。
更
に
、「
古
学
」
修
得
者
の
中
に
は
桓
譚
・
鄭
興
・
尹
敏
な
ど
の
よ
う
に
讖
緯
に
対
し
て
批
判
的
な
態
度
を
取
っ
た
者
も
い
た
。他
方
、
同
じ
「
古
学
」
修
得
者
の
賈
逵
は
、他
の
経
伝
を
上
回
る
『
左
氏
伝
』
の
有
用
性
（
漢
が
堯
の
後
で
あ
り
、
火
徳
に
当
た
る
こ
と
を
証
明
し
う
る
こ
と
）
を
示
す
た
め
、
皇
帝
権
力
の
象
徴
た
る
図
讖
を
利
用
し
た
。
自
ら
の
栄
達
・
保
身
を
企
図
し
た
賈
逵
の
こ
の
行
為
は
、
讖
緯
の
「
経
」
化
を
許
し
た
と
述
べ
る
。
第
二
章
で
は
、
ま
ず
、
後
漢
時
代
に
お
け
る
経
学
の
継
受
と
い
う
学
問
的
営
為
を
継
承
（
習
得
）
と
伝
授
（
教
育
）
の
両
面
か
ら
分
析
し
、
継
受
の
方
法
や
そ
の
プ
ロ
セ
ス
・
仕
組
み
等
を
明
ら
か
に
す
る
。
諸
生
が
今
文
の
経
書
を
習
得
す
る
際
に
は
「
誦
」（
暗
誦
）
が
用
い
ら
れ
、
師
か
ら
の
伝
授
に
は
「
口
授
」
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
簡
牘
の
テ
キ
ス
ト
は
嵩
張
り
か
つ
入
手
が
難
し
い
た
め
、
師
は
己
自
身
の
間
と
節
回
し
に
よ
っ
て
教
授
し
、
文
字
化
で
き
な
い
そ
れ
を
、
門
弟
は
耳
で
聴
き
体
で
覚
え
、「
誦
」
を
繰
り
返
す
こ
と
で
自
ら
に
定
着
さ
せ
る
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
一
方
『
古
文
尚
書
』
な
ど
の
古
文
の
テ
キ
ス
ト
は
、
今
文
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
音
声
に
よ
る
方
法
で
な
く
文
字
化
さ
れ
た
現
物
が
、
知
識
の
伝
達
に
役
立
っ
た
と
推
測
す
る
。
そ
の
上
で
、「
誦
」
が
実
践
さ
れ
た
そ
の
先
に
「
通
」（
通
暁
）
と
い
う
状
態
に
至
る
事
例
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
を
承
け
て
次
に
は
、
後
漢
の
「
通
」
の
意
味
を
考
察
す
る
。
従
来
、「
通
」
と
は
、
古
文
の
テ
キ
ス
ト
を
含
む
複
数
の
経
書
を
修
め
た
状
態
を
指
す
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
著
者
は
、
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一
に
、『
論
衡
』・『
風
俗
通
義
』
に
見
え
る
「
通
人
」「
通
儒
」
の
語
の
理
解
を
再
検
討
す
る
。
第
二
に
、
范
曄
『
後
漢
書
』
に
お
け
る
「
通
（
貫
）」
の
対
象
を
調
査
し
て
、「
通
」
と
い
う
語
は
、「
古
学
」
修
得
者
の
み
な
ら
ず
、
今
文
テ
キ
ス
ト
の
み
を
修
め
た
者
に
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
後
漢
の
学
習
者
が
儒
家
の
経
書
以
外
の
諸
学
（『
老
子
』・
術
数
・
兵
書
・
讖
緯
）
に
も
通
じ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、『
論
衡
』・『
風
俗
通
義
』・
范
曄
『
後
漢
書
』
に
共
通
す
る
「
通
」
は
、
複
数
の
経
乃
至
は
経
学
を
含
む
複
数
の
学
問
を
修
め
た
状
態
で
あ
る
と
説
く
。
更
に
、
経
学
の
伝
授
の
特
徴
を
、
従
来
の
「
師
法
」「
家
法
」
と
い
う
観
点
か
ら
で
な
く
、
一
つ
の
家
で
代
々
特
定
の
経
書
を
受
け
継
ぐ
「
伝
」
と
、
門
弟
に
特
定
の
経
書
を
伝
授
す
る
「
教
授
」
と
の
二
つ
か
ら
窺
う
。
ま
ず
、「
伝
」
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
家
で
特
定
の
学
問
を
三
代
続
け
て
受
け
継
ぐ
と
「
家
学
」
と
な
る
と
す
る
。
次
に
、
「
教
授
」
に
は
二
つ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
説
く
。
一
つ
は
郷
里
で
の
「
教
授
」
で
、
在
官
者
が
職
を
辞
し
て
帰
郷
し
た
ケ
ー
ス
と
遊
学
し
て
い
た
者
が
学
問
の
習
得
を
終
え
て
帰
郷
し
た
ケ
ー
ス
と
が
あ
る
と
す
る
。
二
つ
は
隠
居
閉
門
し
て
の
教
授
で
、
こ
れ
は
仕
官
の
手
段
と
し
て
で
な
く
学
問
の
た
め
の
学
問
を
実
践
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
す
る
。
第
二
章
の
「
お
わ
り
に
」
で
、「
口
授
」
に
よ
る
伝
授
と
「
誦
」
に
よ
る
習
得
が
普
通
に
行
わ
れ
た
当
時
の
学
習
形
態
に
お
い
て
、
経
学
の
継
受
の
過
程
で
伝
え
間
違
い
・
聴
き
間
違
い
や
恣
意
的
な
経
書
の
文
言
の
改
変
が
生
じ
る
こ
と
が
、
経
義
・
経
文
の
正
定
と
い
う
営
為
が
後
漢
時
代
に
断
続
的
に
行
わ
れ
た
理
由
だ
と
推
定
す
る
。
こ
れ
を
承
け
て
第
三
章
で
は
、
ま
ず
後
漢
時
代
に
行
わ
れ
た
、
経
の
文
言
乃
至
は
経
義
を
と
と
の
え
る
正
定
と
い
う
営
為
の
史
的
展
開
に
関
し
て
、
先
行
研
究
は
、（
石
渠
閣
会
議
↓
）
白
虎
観
会
議
↓
熹
平
石
経
と
い
う
具
合
に
大
ま
か
な
流
れ
で
捉
え
、
か
つ
、
そ
れ
ら
が
「
天
子
の
力
」
に
よ
る
経
義
・
経
文
の
正
定
で
あ
る
と
す
る
点
で
共
通
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
捨
象
さ
れ
た
経
義
・
経
文
の
正
定
の
事
例
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
両
事
業
の
思
想
史
的
位
置
づ
け
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
る
。
次
に
、
白
虎
観
会
議
が
石
渠
閣
会
議
と
併
せ
て
論
じ
ら
れ
た
記
述
と
、
石
渠
閣
会
議
が
白
虎
観
会
議
と
関
係
な
く
言
及
さ
れ
た
記
述
と
を
併
せ
見
た
上
で
、
白
虎
観
会
議
は
石
渠
閣
会
議
ほ
ど
経
学
振
興
に
貢
献
し
た
会
議
で
は
な
く
、「
如
石
渠
故
事
」
と
い
う
文
言
を
借
り
な
け
れ
ば
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
、
そ
れ
独
自
の
特
徴
に
乏
し
い
会
議
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
白
虎
観
会
議
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
理
由
は
、
白
虎
観
会
議
で
の
議
論
の
記
録
『
白
虎
通
義
』
の
現
存
に
あ
り
、
同
様
の
こ
と
は
熹
平
石
経
と
そ
の
現
存
に
つ
い
て
も
言
え
る
と
す
る
。
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更
に
、
石
渠
閣
会
議
↓
白
虎
観
会
議
↓
熹
平
石
経
と
い
う
具
合
に
大
ま
か
な
流
れ
で
思
想
史
を
描
く
場
合
に
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
経
義
・
経
文
の
正
定
の
事
例
を
時
系
列
に
並
べ
、
そ
れ
ら
が
『
白
虎
通
義
』
や
熹
平
石
経
と
同
列
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
は
、
皇
帝
の
関
与
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
個
人
の
活
動
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
か
、
そ
れ
を
裏
附
け
る
現
物
（
一
次
資
料
）
が
存
し
て
い
な
い
た
め
か
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
石
渠
閣
会
議
↓
白
虎
観
会
議
↓
熹
平
石
経
と
い
う
大
ま
か
な
捉
え
方
は
、
会
議
か
ら
会
議
へ
・
モ
ノ
か
ら
モ
ノ
へ
と
い
う
見
定
め
や
す
い
当
時
の
指
標
同
士
を
繋
い
で
し
ま
う
自
然
な
意
識
の
所
産
で
あ
る
こ
と
、
後
漢
時
代
に
経
義
・
経
文
の
正
定
と
い
う
営
為
が
大
小
様
々
な
規
模
で
断
続
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、
白
虎
観
会
議
の
挙
行
や
熹
平
石
経
の
建
立
も
、
後
漢
時
代
に
断
続
的
に
行
わ
れ
た
経
義
・
経
文
の
正
定
の
一
齣
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
が
穏
当
で
あ
り
、
当
時
の
時
代
状
況
に
即
し
た
場
合
、
い
ず
れ
も
過
大
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
と
説
く
。
第
四
章
か
ら
第
七
章
ま
で
は
、
後
漢
経
学
上
の
個
別
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
る
。
第
四
章
で
は
、
ま
ず
、『
論
語
』
憲
問
篇
に
見
え
る
『
尚
書
』
の
「
高
宗
諒
陰
三
年
不
言
」
と
い
う
文
言
は
、
現
在
の
『
書
』
に
は
こ
の
八
字
句
と
し
て
は
見
え
な
い
が
、『
書
』
を
出
典
と
し
て
引
用
す
る
例
か
ら
、
本
来
の
『
書
』
に
は
そ
の
通
り
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
後
漢
時
代
ま
で
の
、
こ
の
句
の
出
典
が
明
示
さ
れ
な
い
引
用
例
を
調
べ
、『
書
』
の
文
言
が
出
典
を
示
さ
な
い
常
套
句
と
な
っ
た
の
は
、
後
漢
当
時
の
学
習
者
が
子
ど
も
の
時
に
学
習
す
る
『
論
語
』
の
影
響
に
よ
り
、
一
つ
の
表
現
と
し
て
社
会
に
共
有
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
す
る
。
ま
た
、
殷
の
高
宗
が
「
三
年
不
言
」
だ
っ
た
の
は
、
三
年
間
沈
黙
し
て
国
家
の
政
治
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
ら
だ
と
述
べ
る
。
第
五
章
は
、
後
漢
時
代
に
お
け
る
『
孟
子
』
と
そ
の
注
釈
の
学
術
上
の
位
置
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
前
漢
の
『
塩
鉄
論
』・『
法
言
』、
後
漢
の
『
論
衡
』
刺
孟
篇
・『
孟
子
』
題
辞
に
お
け
る
『
孟
子
』
の
位
置
づ
け
に
ふ
れ
、
ま
た
後
漢
の
程
会
・
鄭
玄
・
趙
岐
・
高
誘
・
劉
熙
と
い
う
五
人
の
『
孟
子
』
注
の
存
在
を
確
認
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
経
学
極
盛
時
代
」（
皮
錫
瑞
『
経
学
歴
史
』）
と
称
さ
れ
る
後
漢
時
代
の
知
識
人
に
は
、
五
経
や
『
論
語
』『
孝
経
』
以
外
に
も
幅
広
い
選
択
肢
が
あ
り
、
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
研
究
す
る
こ
と
が
社
会
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
。
次
に
、
後
漢
時
代
の
『
孟
子
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
七
篇
の
も
の
と
十
一
篇
の
も
の
と
が
あ
り
、
後
者
が
普
通
の
体
裁
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
更
に
、
小
林
俊
雄
氏
の
博
士
論
文
で
の
検
討
例
を
ふ
ま
え
、『
文
選
』
李
善
注
・『
後
漢
書
』
李
賢
注
・『
周
礼
』
鄭
注
な
ど
を
用
い
つ
つ
、
趙
岐
・
劉
熙
・
鄭
玄
の
そ
れ
ぞ
れ
が
基
づ
い
た
テ
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キ
ス
ト
（
趙
本
・
劉
本
・
鄭
本
）
を
比
較
し
異
同
を
示
す
こ
と
で
、
今
日
断
片
的
に
伝
わ
る
趙
岐
以
外
の
注
釈
者
の
注
も
活
用
し
う
る
。
そ
し
て
、
後
漢
中
後
期
に
は
今
文
派
・
古
文
派
の
権
力
闘
争
は
影
を
ひ
そ
め
る
の
で
、
各
注
釈
者
の
学
問
を
今
文
系
か
古
文
系
か
に
分
別
し
な
い
方
が
よ
い
と
説
く
。
最
後
に
、
後
漢
時
代
に
『
孟
子
』
注
が
著
さ
れ
た
一
つ
の
理
由
は
、『
孟
子
』
と
そ
の
注
の
存
在
意
義
を
後
学
へ
示
す
た
め
だ
っ
た
と
述
べ
る
。
第
六
章
で
は
、『
漢
書
』
藝
文
志
・
六
藝
略
に
お
い
て
、『
易
』
は
他
の
五
学
を
統
べ
る
筆
頭
の
位
置
に
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
鄭
玄
は
な
ぜ
『
周
礼
』
を
礼
解
釈
の
基
準
と
し
経
学
の
核
と
し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
際
『
易
』
は
ど
う
な
っ
た
の
か
を
、
関
連
す
る
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
、
考
察
す
る
。
古
文
の
『
周
礼
』（『
周
官
』）
は
前
漢
武
帝
期
に
出
現
し
た
。
前
漢
末
の
王
莽
政
権
の
時
代
に
な
る
と
、
劉
歆
は
、
今
文
テ
キ
ス
ト
の
博
士
た
ち
に
対
抗
す
べ
く
そ
の
古
文
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
正
統
性
を
主
張
す
る
一
方
で
、
こ
れ
を
「
礼
経
」
と
し
た
い
旨
を
奏
上
し
、
王
莽
は
『
周
礼
』
に
博
士
を
置
い
た
。
し
か
し
前
漢
末
期
は
今
文
学
派
の
影
響
力
が
濃
厚
だ
っ
た
た
め
、
劉
歆
は
『
七
略
』
に
お
い
て
、
古
文
の
『
周
礼
』
で
は
な
く
今
文
の
『
易
』
を
経
学
の
核
に
据
え
た
。
そ
の
後
、後
漢
末
期
の
鄭
玄
は
、三
礼
を
『
周
礼
』│『
儀
礼
』│『
礼
記
』
と
差
等
付
け
て
体
系
化
し
、『
周
礼
』
を
「
経
礼
」
と
し
て
最
も
重
視
し
た
。
鄭
玄
が
『
周
礼
』
を
礼
解
釈
の
基
準
と
し
た
の
は
、『
周
礼
』
が
周
公
が
定
め
た
国
家
政
治
の
規
範
・
理
想
の
国
家
構
想
で
あ
り
、
か
つ
後
漢
の
都
・
洛
陽
が
『
周
礼
』
の
描
く
周
公
の
都
の
洛
邑
を
継
承
す
る
直
系
の
都
だ
と
強
く
意
識
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。鄭
玄
が『
周
礼
』
を
礼
解
釈
の
基
準
と
し
、
経
学
の
核
に
据
え
た
こ
と
に
よ
り
、
『
易
』
は
経
学
の
核
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
。
鄭
玄
は
『
周
礼
』
を
経
学
の
核
に
据
え
る
一
方
で
、『
易
』
注
に
お
い
て
『
易
』
を
「
周
礼
体
系
」
に
組
み
込
ん
だ
。
そ
の
後
、『
易
』
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
後
漢
時
代
に
は
と
も
に「
儒
教
化
」し
た『
易
』
と
『
老
子
』
と
が
、
謙
虚
を
説
く
こ
と
や
損
益
の
循
環
論
を
媒
介
に
通
底
し
、親
和
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
併
修
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
『
老
子
』
の
権
威
を
増
し
て
そ
の
学
問
化
・
経
典
化
を
促
し
、
後
漢
末
期
に
は
初
期
道
教
に
つ
な
が
る
老
子
の
神
格
化
に
影
響
を
与
え
た
。
や
が
て
王
朝
が
魏
へ
と
交
替
し
、
経
学
で
は
な
い
新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
求
め
ら
れ
る
と
、人
々
へ
の
影
響
力
の
大
き
い
『
老
子
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
、
逆
に
『
易
』
が
『
老
子
』
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
再
浮
上
し
、
玄
学
の
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。
第
七
章
は
、
孔
子
か
ら
唯
一
自
分
よ
り
能
力
が
上
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
弟
子
の
顔
回
が
、
戦
国
秦
漢
時
代
に
ど
う
捉
え
ら
れ
た
か
、
そ
の
変
遷
を
た
ど
る
。
具
体
的
に
は
、『
論
語
』
本
文
か
ら
窺
え
る
94
顔
回
像
を
確
認
し
た
上
で
、
戦
国
・
秦
は
主
に
「
顔
氏
の
儒
」（『
韓
非
子
』
顕
学
篇
）
と
の
関
連
で
『
荘
子
』
に
お
け
る
仲
尼
と
顔
回
の
会
話
や
上
海
博
物
館
所
蔵
戦
国
楚
竹
書
『
顔
淵
問
於
孔
子
』
を
、
前
漢
は
『
史
記
』
孔
子
世
家
・
仲
尼
弟
子
列
伝
や
孔
子
と
顔
回
と
の
会
話
を
収
録
す
る
『
韓
詩
外
伝
』『
新
序
』
な
ど
の
説
話
を
、後
漢
は
『
論
衡
』
や
『
論
語
』
鄭
注
・「
顔
子
碑
」
等
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
、
そ
の
顔
回
像
を
検
討
す
る
。
そ
の
結
果
、
前
漢
の
説
話
ま
で
は
す
で
に
あ
る
材
料
を
基
に
し
て
そ
れ
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
り
尾
ヒ
レ
が
附
い
た
り
す
る
時
期
だ
っ
た
が
、
後
漢
で
は
王
充
・
鄭
玄
・
禰
衡
の
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
顔
回
像
の
構
築
が
な
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
併
せ
て
、も
し
も
『
荘
子
』
が
「
顔
氏
の
儒
」
の
系
統
を
引
く
の
で
あ
れ
ば
、
後
漢
時
代
の
不
出
仕
・
隠
逸
の
傾
向
は
『
論
語
』
や
『
荘
子
』
の
考
え
方
に
起
因
し
た
か
と
述
べ
る
。
附
編
の
三
章
で
は
、
三
玄
は
魏
・
阮
籍
の
三
作
（『
通
易
論
』『
通
老
論
』『
達
荘
論
』）
に
現
れ
る
形
で
は
じ
め
て
出
揃
い
、
そ
の
著
作
名
に
後
漢
の
「
通
」
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
と
し
て
、
そ
の
思
想
内
容
か
ら
「
通
」「
達
」
の
意
味
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
阮
籍
が
理
解
し
た
『
易
』
と
は
、
六
十
四
卦
と
い
う
一
連
の
循
環
・
変
易
性
の
中
に
陰
陽
・
天
地
・
剛
柔
等
々
の
二
元
的
世
界
の
不
可
変
性
・
恒
常
性
を
認
め
る
書
物
で
あ
り
、『
易
』
に
「
通
」
じ
る
こ
と
で
こ
の
世
界
を
支
え
る
一
定
の
秩
序
を
把
握
す
る
こ
と
が
、阮
籍
が
『
通
易
論
』
を
執
筆
し
た
目
的
だ
っ
た
と
す
る
。
次
に
、
断
片
記
事
し
か
伝
わ
ら
な
い
も
の
の
、『
通
老
論
』
で
は
、聖
人
は
「
天
人
之
理
」「
自
然
之
分
」「
治
化
之
体
」「
大
慎
之
訓
」
に
「
通
」「
達
」
し
て
い
る
存
在
で
、そ
の
聖
人
の
あ
り
方
が
い
わ
ゆ
る
「
無
為
の
治
」
の
模
範
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
聖
人
が
「
通
」「
達
」
し
て
い
る
の
は
「
道
」
で
あ
り
、「
道
」
に
「
通
」
じ
る
こ
と
が
『
老
子
』
に
「
通
」
じ
る
こ
と
だ
と
す
る
の
が
『
通
老
論
』
の
趣
旨
で
は
な
い
か
と
説
く
。
更
に
、『
達
荘
論
』
で
は
、
こ
の
世
界
を
貫
く
道
理
に
「
達
」
し
、
事
柄
の
由
来
・
結
果
を
見
極
め
た
上
で
の
積
極
的
肯
定
的
な
そ
れ
へ
の
随
順
が
説
か
れ
る
。『
通
易
論
』
と
『
達
荘
論
』
と
の
間
に
は
、
全
て
の
二
項
対
立
・
二
元
論
を
包
含
し
こ
の
世
界
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
一
定
の
秩
序
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
点
で
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
阮
籍
は
、
こ
の
「
通
」「
達
」
を
通
し
て
三
玄
の
縛
り
を
確
か
な
も
の
に
し
た
と
述
べ
る
。
三
　
本
書
の
特
色
本
書
は
、
約
二
百
年
に
わ
た
る
両
漢
交
替
期
か
ら
後
漢
時
代
に
考
察
の
範
囲
を
定
め
、
後
漢
経
学
の
実
相
に
対
し
て
、
経
学
の
学
習
情
況
の
実
態
を
中
心
に
論
じ
る
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
と
、
後
漢
経
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学
の
個
別
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
論
じ
る
第
四
章
か
ら
第
七
章
ま
で
と
を
本
編
と
し
、
こ
れ
に
魏
・
阮
籍
の
玄
学
に
関
わ
る
三
作
の
思
想
を
論
じ
る
附
編
を
加
え
る
こ
と
で
、
近
接
し
よ
う
と
す
る
。
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
各
章
相
互
の
連
関
は
緊
密
で
、
後
漢
経
学
の
あ
り
方
を
、「
五
経
と
讖
緯
」「
経
学
の
継
受
」「
経
義
・
経
文
の
正
定
」
と
い
う
三
方
面
か
ら
論
ず
る
こ
の
部
分
が
、
本
書
の
中
核
に
位
置
す
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
本
書
の
第
一
の
特
色
は
、
こ
の
三
つ
の
章
に
お
い
て
、
范
曄
『
後
漢
書
』
や
後
漢
の
一
次
資
料
を
多
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
漢
経
学
の
学
習
情
況
の
実
態
を
、
従
来
よ
り
も
詳
細
に
指
摘
し
た
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
次
に
列
挙
す
る
事
項
が
そ
れ
で
あ
る
。
① 
光
武
帝
・
明
帝
・
章
帝
に
よ
る
讖
緯
の
信
奉
と
そ
れ
に
伴
う
儒
者
の
讖
緯
へ
の
学
習
熱
に
よ
り
、
讖
緯
は
「
経
」
化
し
て
、
種
々
の
方
面
か
ら
五
経
に
附
随
・
関
与
し
た
こ
と
（
第
一
章
第
一
節
・
第
二
節
）。
② 
今
文
テ
キ
ス
ト
の
習
得
に
お
け
る
諸
生
の
「
誦
」
と
師
か
ら
の
「
口
授
」
と
は
、
音
声
に
よ
り
記
憶
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
の
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
、
及
び
「
誦
」
が
実
践
さ
れ
た
そ
の
先
に
「
通
」
と
い
う
状
態
に
至
る
事
例
が
あ
る
こ
と
（
第
二
章
第
一
節
）。
③ 
後
漢
の
「
通
」
と
は
、
複
数
の
経
書
乃
至
は
経
学
を
含
む
複
数
の
学
問
を
修
得
し
た
状
態
を
指
す
こ
と
（
第
二
章
第
二
節
）。
④ 
経
書
を
次
世
代
に
伝
え
る
営
為
に
は
、
一
つ
の
家
で
代
々
特
定
の
経
書
を
受
け
継
ぐ
「
伝
」
や
門
弟
に
特
定
の
経
書
を
伝
授
す
る
「
教
授
」
が
あ
る
こ
と
、
及
び
そ
れ
ら
の
仕
組
み
や
傾
向
（
第
二
章
第
三
節
）。
⑤ 
後
漢
時
代
に
は
経
義
・
経
文
の
正
定
が
大
小
様
々
な
規
模
で
行
わ
れ
て
お
り
、
白
虎
観
会
議
の
挙
行
・
熹
平
石
経
の
建
立
も
そ
の
一
齣
と
し
て
位
置
づ
け
得
る
こ
と
（
第
三
章
）。
本
書
の
第
二
の
特
色
は
、
本
書
で
用
い
る
「
経
学
」
の
語
の
意
味
を
先
学
よ
り
も
広
く
設
定
し
、「
儒
家
の
経
書
に
限
定
さ
れ
な
い
あ
る
特
定
の
文
献
に
対
し
て
何
ら
か
の
「
解
釈
学
」
的
営
為
が
認
め
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
」、
そ
れ
を
「
経
学
」
と
認
め
る
（
序
章
）
こ
と
で
あ
る
。
実
際
著
者
は
、第
四
章
で
は
『
論
語
』、第
五
章
で
は
『
孟
子
』、
第
六
章
で
は
『
老
子
』
と
い
う
、
儒
家
の
五
経
以
外
で
後
漢
時
代
に
注
釈
が
施
さ
れ
た
書
物
の
学
習
・
研
究
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
第
四
章
・
第
六
章
で
は
併
せ
て
そ
の
時
世
へ
の
影
響
力
に
も
言
及
す
る
。
更
に
第
七
章
で
は
、『
論
語
』『
荘
子
』
が
後
漢
の
知
識
人
の
処
世
の
あ
り
方
へ
影
響
し
た
可
能
性
を
述
べ
る
。
著
者
が
、
後
漢
時
代
に
注
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
『
荘
子
』
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
第
二
章
第
二
節
で
、
後
漢
の
学
習
者
が
儒
家
の
経
書
以
外
の
諸
学
（『
老
子
』・
術
数
・
兵
書
・
讖
緯
）
に
も
「
通
」
じ
た
と
す
る
こ
と
が
参
考
に
な
ろ
う
。
著
者
は
、
儒
家
の
経
書
以
外
の
学
問
の
修
得
情
況
に
も
関
心
が
あ
り
、後
漢
の
知
識
人
が
右
の
四
学
以
外
に
『
荘
子
』
に
も
「
通
」
じ
た
可
能
性
を
追
究
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
附
編
で
96
は
、
こ
の
後
漢
の
「
通
」
の
、
後
漢
以
後
の
一
次
資
料
に
見
え
る
痕
跡
と
し
て
魏
・
阮
籍
の
三
作
の
著
作
名
を
捉
え
、三
作
に
お
け
る「
通
」
「
達
」
の
意
味
を
探
る
わ
け
で
あ
る
。
本
書
の
第
三
の
特
色
は
、
後
漢
経
学
か
ら
魏
晋
玄
学
へ
の
推
移
の
見
取
り
図
を
、
先
行
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
工
夫
し
素
描
す
る
点
に
あ
る
と
考
え
る
。
第
六
章
で
著
者
は
、
後
漢
経
学
の
中
核
が
『
易
』
か
ら
『
周
礼
』
へ
と
変
化
し
た
の
ち
、
後
漢
末
期
か
ら
魏
代
へ
か
け
て
の
『
老
子
』
の
影
響
力
に
よ
り
、『
易
』
が
玄
学
の
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
と
し
て
再
浮
上
で
き
た
と
論
じ
る
。
第
七
章
で
の
後
漢
時
代
に
果
た
し
た
『
荘
子
』
の
役
割
へ
の
言
及
、
附
編
三
章
で
の
阮
籍
の
三
作
に
お
け
る
「
通
」「
達
」
の
意
味
の
分
析
は
、
後
漢
経
学
か
ら
魏
晋
玄
学
へ
の
変
化
の
過
程
を
追
究
す
る
作
業
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
附
編
以
外
は
思
想
史
の
い
わ
ば
外
面
的
な
考
察
を
中
心
と
し
、
後
漢
経
学
の
学
習
情
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
経
学
の
中
心
の
推
移
・
展
開
を
論
じ
る
第
六
章
の
論
述
は
、本
書
に
深
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
如
上
の
三
つ
の
特
色
は
、
先
行
研
究
を
博
捜
し
こ
れ
を
着
実
に
ふ
ま
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
史
実
を
自
ら
の
眼
で
正
確
に
見
定
め
よ
う
と
す
る
著
者
の
態
度
が
生
み
出
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し
、本
書
の
幾
つ
か
の
論
述
に
つ
い
て
、
評
者
が
疑
問
を
抱
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
本
書
の
中
核
を
成
す
と
思
わ
れ
る
、
本
編
の
第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
の
内
容
に
つ
い
て
の
疑
問
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
四
　
読
後
の
疑
問
第
一
章
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
の
「
讖
緯
が
五
経
に
絶
え
ず
附
随
し
関
与
し
続
け
る
こ
と
で
、〝
五
つ
の
経
〞
は
「
全
体
で
一
」
と
な
っ
た
」（
42
頁
）
と
い
う
論
述
へ
の
疑
問
を
、
五
経
と
六
藝
と
の
関
係
を
軸
に
し
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
著
者
は
右
の
論
述
の
前
提
と
し
て
、「
楽
記
」
が
『
礼
記
』
の
一
篇
と
し
て
編
入
さ
れ
、
経
書
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
及
び
「
前
漢
末
期
か
ら
後
漢
初
期
に
か
け
て
の
「
六
経
」「
六
藝
」
か
ら
「
五
経
」
へ
の
用
語
の
転
換
は
、
こ
の
時
期
の
知
識
人
た
ち
の
間
で
、〝
六
つ
の
経
〞
と
の
見
方
が
崩
れ
て
〝
五
つ
の
経
〞
と
の
認
識
に
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」（
41
頁
）
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
当
該
時
期
、
実
際
に
経
書
と
し
て
認
め
ら
れ
る
書
物
の
数
が
五
で
あ
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、「
五
経
」
の
語
が
「
六
藝
」
の
語
を
圧
し
て
知
識
人
の
間
に
浸
透
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
時
期
、
六
藝
と
い
う
理
念
ま
で
も
崩
壊
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、劉
歆
の
『
七
略
』
に
基
づ
く
『
漢
書
』
藝
文
志
・
六
藝
略
を
想
起
し
た
い
。
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第
一
節
で
、
著
者
が
述
べ
る
よ
う
に
、『
漢
書
』
藝
文
志
・
六
藝
略
・
大
序
で
は
、『
楽
』『
詩
』『
礼
』『
書
』『
春
秋
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仁
義
礼
知
信
の
五
常
に
配
当
さ
れ
、
相
互
に
必
要
と
し
あ
っ
て
完
備
し
、
ま
た
時
代
ご
と
に
改
変
す
る
。
一
方
『
易
』
は
、
天
地
と
終
始
を
と
も
に
す
る
不
易
な
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
易
学
が
不
易
の
根
源
と
し
て
他
の
五
学
を
統
括
す
る
構
造
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
著
者
が
、
六
藝
略
の
分
類
構
造
に
関
連
し
て
川
原
秀
城
氏
の
研
究
（『
中
国
の
科
学
思
想 
│ 
両
漢
天
学
考
』、
創
文
社
、
一
九
九
六
の
「
I
術
数
学
」）
を
引
用
し
な
が
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
六
藝
略
は
ま
た
他
の
五
術
（
諸
子
・
詩
賦
・
兵
書
・
術
数
・
方
技
）
を
統
べ
る
位
置
に
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
劉
歆
の
六
藝
の
理
念
は
、
本
来
、
内
に
は
易
学
が
他
の
五
学
を
統
括
し
、
外
に
は
六
藝
が
他
の
五
術
を
統
括
す
る
と
い
う
二
重
の
構
造
を
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
、
前
漢
末
期
の
劉
歆
が
『
七
略
』に
お
い
て
示
し
た
六
藝
の
理
念
を
、後
漢
前
期
の
班
固
は『
漢
書
』
藝
文
志
に
お
い
て
継
承
し
た
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
前
漢
末
期
か
ら
後
漢
初
期
に
か
け
て
普
及
し
て
い
っ
た
五
経
の
概
念
は
、
現
実
と
し
て
楽
経
を
欠
い
て
い
た
に
せ
よ
、「
古
学
」
修
得
者
に
お
い
て
、
常
に
右
の
六
藝
の
理
念
を
重
ね
る
形
で
理
解
さ
れ
た）2
（
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
本
節
で
述
べ
ら
れ
る
「
古
学
」
修
得
者
が
五
経
を
ま
と
め
て
修
得
す
る
傾
向
が
目
立
っ
た
と
い
う
現
象
（
42
頁
）
も
、「
古
学
」
修
得
者
が
、
右
の
六
藝
観
を
前
提
に
、
五
経
を
体
系
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
評
者
は
こ
の
よ
う
に
考
え
、
讖
緯
の
附
随
・
関
与
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
五
経
が
「
全
体
で
一
」
と
な
っ
た
と
す
る
著
者
の
論
旨
に
対
し
て
疑
問
を
持
つ
の
で
あ
る
。讖
緯
が
様
々
な
形
で
五
経
へ
関
与
し
た
理
由
は
、
こ
の
劉
歆
の
六
藝
観
と
関
連
さ
せ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
二
章
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
後
漢
時
代
、
今
文
テ
キ
ス
ト
の
習
得
に
際
し
て
「
誦
」
と
「
口
授
」
と
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
文
字
化
さ
れ
な
い
内
容
を
身
に
つ
け
る
に
は
そ
れ
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
た
め
だ
と
す
る
論
旨
に
つ
い
て
の
疑
問
を
述
べ
た
い
。
こ
の
「
誦
」「
口
授
」
と
い
う
習
得
・
伝
授
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
前
漢
以
来
の
い
わ
ゆ
る
「
章
句
の
学
」
と
の
関
係
に
言
及
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
著
者
自
身
、本
章
の
注 （
63
）に
引
く
論
文「
章
句
」攷 
│ 
范
曄『
後
漢
書
』
を
中
心
に 
│
」（『
紀
要　
哲
学
』
56
、
二
〇
一
四
）
の
第
五
節
「
お
わ
り
に
」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
も
参
考
に
な
る
。「
章
句
を
守
」
る
、
と
は
、
句
読
・
節
回
し
・
押
韻
・
間
（
ま
）
の
と
り
か
た
を
含
め
、
師
か
ら
教
わ
っ
た
「
章
句
」
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
な
く
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
忠
実
に
継
承
し
、
自
ら
が
教
授
す
る
立
場
に
な
っ
た
際
に
も
、
改
変
の
無
い
そ
の
ま
ま
98
の
「
章
句
」
を
忠
実
に
伝
授
す
る
、
と
い
う
営
為
で
あ
る
。
い
わ
ば
、「
述
」（
＝
祖
述
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
文
テ
キ
ス
ト
の
習
得
に
お
い
て
、
師
が
「
口
授
」
し
、
諸
生
が
「
誦
」
し
た
内
容
は
「
章
句
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、そ
の
「
章
句
」
は
文
字
化
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
『
漢
書
』
藝
文
志
・
六
藝
略
を
見
る
と
、
易
家
の
項
に
「
章
句
施
・
孟
・
梁
丘
氏
各
二
篇
」
が
、
書
家
の
項
に
「
欧
陽
章
句
三
十
一
巻
」「
大
・
小
夏
侯
章
句
各
二
十
九
巻
」
が
、
春
秋
家
の
項
に
「
公
羊
章
句
三
十
八
篇
」「
穀
梁
章
句
三
十
三
篇
」が
そ
れ
ぞ
れ
著
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
か
ら
す
る
と
、前
漢
後
期
以
来
の
今
文
テ
キ
ス
ト
の
習
得
・
伝
授
に
お
い
て
は
、
文
字
化
さ
れ
た
「
章
句
」
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
著
者
が
第
三
章
第
三
節
で
挙
げ
る
「
煩
瑣
な
章
句
が
簡
明
に
さ
れ
る
事
例
」（
131
頁
）及
び
序
章
で
ふ
れ
る『
孟
子
』
章
句
・『
楚
辞
』
章
句
の
存
在
は
、
後
漢
に
お
い
て
も
書
物
と
し
て
の
章
句
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
後
漢
に
お
け
る
今
文
テ
キ
ス
ト
の
継
受
と
い
う
問
題
を
考
え
る
に
際
し
て
は
、そ
も
そ
も「
章
句
」
と
は
何
か）3
（
、
ま
た
そ
れ
と
関
連
し
て
、
書
物
と
し
て
の
「
章
句
」
が
「
誦
」「
口
授
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
右
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本
章
の
「
お
わ
り
に
」
で
述
べ
ら
れ
る
、
経
義
・
経
文
の
正
定
と
い
う
営
為
が
後
漢
時
代
に
断
続
的
に
行
わ
れ
た
理
由
は
、「
誦
」「
口
授
」
に
お
け
る
文
言
の
伝
え
間
違
い
・
聴
き
間
違
い
や
恣
意
的
な
経
書
の
文
言
の
改
変
に
あ
る
と
す
る
推
定
に
も
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
今
文
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
、
書
物
と
し
て
の
「
章
句
」
が
存
在
し
た
以
上
、
経
義
・
経
文
の
伝
え
間
違
い
・
聴
き
間
違
い
や
恣
意
的
な
改
変
は
起
こ
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
、
後
漢
の
「
通
」
の
意
味
を
検
討
す
る
第
二
節
の
論
述
へ
の
疑
問
を
述
べ
た
い
。
著
者
は
、
本
節
で
従
来
「
通
」
と
は
古
文
の
テ
キ
ス
ト
を
含
む
複
数
の
経
書
を
修
め
た
状
態
を
指
す
と
理
解
さ
れ
て
き
た
の
を
再
検
討
し
て
、『
論
衡
』・『
風
俗
通
義
』・
范
曄
『
後
漢
書
』
に
共
通
す
る
「
通
」
は
、
複
数
の
経
乃
至
は
経
学
を
含
む
複
数
の
学
問
を
修
め
た
状
態
で
あ
る
と
修
正
す
る
。
そ
の
際
著
者
は
、
注
（
37
）
に
お
い
て
中
嶋
隆
藏
氏
「
書
評　
吉
川
忠
夫
著
『
六
朝
精
神
史
研
究
』」（『
集
刊
東
洋
学
』
54
、
一
九
八
五
）
の
儒
家
一
尊
体
制
下
で
も
経
学
以
外
の
諸
学
も
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
見
解
を
、
ま
た
注 （
60
）
に
お
い
て
同
書
評
の
「
数
経
の
兼
修
、
五
経
の
兼
修
は
、
何
も
古
文
学
に
の
み
特
有
の
こ
と
で
は
な
く
、
前
漢
の
今
文
学
者
以
来
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
」
る
と
い
う
見
解
を
そ
れ
ぞ
れ
引
く
。
こ
れ
に
よ
る
と
著
者
は
、
両
漢
の
学
習
の
あ
り
方
に
相
違
は
な
い
と
見
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
本
節
で
「
博
学
多
通
」
や
「
通
儒
」
等
の
語
に
見
ら
れ
る
「
通
」
と
い
う
評
価
が
中
99
　
　
　
　
　 
書
　
　
評 
国
の
知
識
人
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
漢
代
、
と
り
わ
け
後
漢
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
」（
75
頁
）と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
鑑
み
る
と
、
両
漢
の
「
通
」
に
お
け
る
異
同
の
有
無
に
つ
い
て
の
著
者
の
考
え
は
、
明
確
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
前
漢
の
学
習
情
況
を
知
る
た
め
の
史
料
で
あ
る
『
漢
書
』
は
後
漢
の
成
立
で
、
後
漢
の
そ
れ
を
知
る
た
め
の
史
料
で
あ
る
范
曄
『
後
漢
書
』
は
劉
宋
代
の
成
立
で
あ
り
、
問
題
は
複
雑
で
あ
る
。
し
か
し
、「
両
漢
交
替
期
か
ら
後
漢
時
代
あ
た
り
が
、
中
国
思
想
史
上
の
大
き
な
一
つ
の
画
期
で
あ
る
」（
序
章
・
7
頁
）
と
著
者
が
見
る
以
上
、
や
は
り
後
漢
の
「
通
」
に
時
代
性
の
刻
印
を
認
め
得
る
か
と
い
う
点
に
関
す
る
検
討
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
右
の
疑
問
に
関
連
し
て
、
附
編
に
お
い
て
、
後
漢
の
「
通
」
の
、
後
漢
以
後
の
一
次
資
料
に
見
え
る
痕
跡
と
し
て
阮
籍
の
三
作
の「
通
」
「
達
」を
見
る
こ
と
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。著
者
は
こ
こ
で
、
魏
・
阮
籍
の
三
作
の
「
通
」「
達
」
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
後
漢
の「
通
」の
痕
跡
と
見
得
る
の
か
を
説
明
し
て
い
な
い
。
確
か
に「
通
」
と
い
う
語
が
、
両
者
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
両
者
の
「
通
」「
達
」
の
意
味
・
用
法
の
異
同
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
と
、
後
漢
経
学
に
お
け
る「
通
」の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
有
益
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
最
後
に
、
第
三
章
で
述
べ
ら
れ
る
白
虎
観
会
議
の
思
想
史
上
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
論
述
へ
の
疑
問
を
述
べ
た
い
。
著
者
は
、
こ
の
章
の
結
論
と
し
て
、
白
虎
観
会
議
を
、
後
漢
時
代
に
断
続
的
に
行
わ
れ
た
経
義
・
経
文
の
正
定
の
一
齣
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
が
穏
当
だ
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
行
論
の
過
程
で
、
白
虎
観
会
議
を
、「
そ
れ
独
自
の
特
徴
に
乏
し
い
会
議
」
で
あ
っ
た
（
120
頁
・
124
頁
）
と
断
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
本
章
第
一
節
で
引
用
さ
れ
る
、
白
虎
観
会
議
挙
行
の
契
機
に
な
っ
た
楊
終
の
発
言
の
中
に
「
方
今
天
下
少
事
、
学
者
得
成
其
業
、
而
章
句
之
徒
4
4
4
4
、
破
壊
大
体
4
4
4
4
」〔
傍
点
評
者
〕
と
あ
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
章
句
の
学
」
へ
の
批
判
的
意
識
が
、
こ
の
会
議
独
自
の
特
徴
と
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。こ
の
い
わ
ゆ
る
「
章
句
の
学
」
へ
の
批
判
的
意
識
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
第
二
章
第
二
節
に
お
い
て
「
後
漢
時
代
の
「
古
学
」
修
得
者
は
い
わ
ゆ
る
「
章
句
の
学
」
を
拒
否
し
て
自
己
の
地
歩
を
築
い
た
」
（
91
頁
）
と
説
く
。
著
者
は
ま
た
、
第
三
章
の
注
（
41
）
に
引
く
前
掲
の
論
文
「「
章
句
」
攷 
│ 
范
曄
『
後
漢
書
』
を
中
心
に 
│
」
の
第
五
節
「
お
わ
り
に
」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
師
法
」「
家
法
」
と
い
う
師
弟
関
係
に
基
づ
く
経
学
の
伝
授
・
継
承
（
＝
祖
述
）
と
い
う
型
枠
か
ら
抜
け
出
て
、
本
当
の
正
し
い
解
釈
を
独
自
に
も
と
め
た
の
が
、「
章
句
を
守
」
ら
な
い
「
古
100
学
」
修
得
者
の
立
場
で
あ
っ
た
。
著
者
が
述
べ
る
後
漢
の
「
章
句
を
守
」
ら
な
い
「
古
学
」
修
得
者
の
立
場
は
、
劉
歆
の
「
移
書
譲
太
常
博
士
」（『
漢
書
』
楚
元
王
伝
）
な
ど
に
看
取
さ
れ
る
、
五
経
を
兼
修
し
て
こ
れ
を
体
系
的
に
理
解
せ
ず
、
一
経
を
専
修
し
て
一
字
一
句
の
解
釈
に
煩
言
を
弄
す
る
今
文
学
者
の
あ
り
方
へ
の
批
判
的
意
識）4
（
に
淵
源
し
て
い
よ
う
。
と
も
あ
れ
、
前
引
の
楊
終
の
言
葉
は
、「
古
学
」
修
得
者
と
し
て
の
立
場
を
示
す
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
実
際
こ
の
会
議
に
は
、
楊
終
以
外
に
も
、
賈
逵
や
班
固
な
ど
の
「
古
学
」
修
得
者
が
参
加
し
て
お
り
、
ま
た
会
議
に
お
け
る
経
義
統
一
の
結
果
を
『
白
虎
通
義
』
と
し
て
ま
と
め
た
の
も
班
固
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
古
学
」
修
得
者
が
、
会
議
の
挙
行
を
提
案
し
、
ま
た
会
議
に
参
加
し
て
そ
の
結
果
を
編
集
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
は
、『
白
虎
通
義
』
研
究
に
と
っ
て
有
意
味
な
観
点
を
引
き
出
せ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
六
藝
の
体
系
的
把
握
を
重
ん
じ
る
劉
歆
の
「
古
学
」
の
、『
白
虎
通
義
』
へ
の
影
響
の
有
無
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
そ
の
思
想
的
特
色
を
炙
り
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
際
、
章
帝
が
会
議
の
主
宰
者
で
も
あ
り
裁
定
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
を
、
『
白
虎
通
義
』
の
内
容
に
即
し
て
捉
え
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
、
本
章
の
「
お
わ
り
に
」
に
お
い
て
、『
白
虎
通
義
』
と
熹
平
石
経
に
関
し
て
「
こ
れ
ら
現
物
（
一
次
資
料
）
の
思
想
史
的
位
置
は
、
後
世
の
我
我
が
そ
れ
ら
を
当
時
の
指
標
と
捉
え
て
描
い
て
し
ま
い
が
ち
な
思
想
史
の
文
脈
の
中
に
で
は
な
く
、
当
時
の
時
代
情
況
の
中
で
当
時
の
文
脈
に
即
し
て
現
物
（
一
次
資
料
）
を
適
切
に
放
り
込
ん
で
こ
そ
、
正
確
に
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」（
132
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
評
者
は
こ
の
意
見
に
同
意
す
る
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
に
『
白
虎
通
義
』
に
関
し
て
は
、
そ
こ
に
現
れ
た
思
想
の
形
式
・
内
容
の
多
角
的
な
検
討
を
経
て
、
は
じ
め
て
的
確
に
そ
の
特
徴
と
思
想
史
的
位
置
と
を
捉
え
得
る
と
考
え
る
。
著
者
は
、
後
漢
思
想
研
究
に
対
し
て
、
後
漢
経
学
と
い
う
視
座
か
ら
一
石
を
投
じ
ら
れ
た
。
評
者
は
、
本
稿
を
執
筆
す
る
過
程
に
お
い
て
、
本
書
に
裨
益
さ
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
浅
学
菲
才
の
評
者
ゆ
え
に
、
著
者
の
意
を
十
分
に
汲
み
取
れ
ず
、
妄
言
に
終
始
し
た
か
と
危
惧
す
る
。
著
者
の
ご
寛
恕
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
二
月
刊
、
本
文
三
九
七
頁
、
索
引
二
五
頁
、
本
体
一
〇
〇
〇
〇
円
）
　
注
（
1
）　
狩
野
直
禎
『
後
漢
政
治
史
の
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
三
）・
渡
邉
義
浩
『
後
漢
国
家
の
支
配
と
儒
教
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
五
）・
東
晋
次
『
後
漢
時
代
の
政
治
と
社
会
』（
名
古
屋
101
　
　
　
　
　 
書
　
　
評 
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
）
（
2
）　
『
漢
書
』
藝
文
志
・
六
藝
略
大
序
で
は
、
先
述
の
よ
う
な
六
藝
の
構
造
に
つ
い
て
述
べ
た
直
後
に
、「
古
之
学
者
耕
且
養
、
三
年
而
通
一
藝
、
存
其
大
体
、
玩
経
文
而
已
。
是
故
用
日
少
而
畜
徳
多
、
三
年
而
五
経
4
4
立
也
」
と
記
す
。
劉
歆
は
こ
こ
で
、「
六
藝
」
を
「
五
経
」
と
言
い
換
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
3
）　
池
田
秀
三
「
中
国
古
典
に
お
け
る
訓
詁
注
釈
の
意
義
」（『
中
国
古
典
学
の
か
た
ち
』、
研
文
出
版
、
二
〇
一
四
）
の
補
説
〔
三
〕
で
は
、
「
章
句
」
及
び
「
章
句
の
学
」
を
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
章
句
の
元
来
の
意
味
は
「
章
を
剖
ち
句
を
析
す
」、
す
な
わ
ち
章
節
を
分
ち
句
読
を
施
す
こ
と
で
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
の
基
礎
作
業
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
基
礎
作
業
を
経
た
テ
キ
ス
ト
自
体
も
章
句
と
称
さ
れ
る
。『
漢
書
』
藝
文
志
に
数
多
く
著
録
さ
れ
る
『
某
某
章
句
』
は
こ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
注
釈
を
一
般
的
に
章
句
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
が
、
後
に
は
い
わ
ゆ
る
「
曰
若
稽
古
三
万
言
」
の
類
の
煩
瑣
な
学
問
を
「
章
句
の
学
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、「
章
句
の
小
儒
、
大
道
を
破
砕
す
」
の
ご
と
く
、
章
句
（
の
学
）
は
む
し
ろ
否
定
的
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
」。
（
4
）　
劉
歆
の
「
移
書
譲
太
常
博
士
」（『
漢
書
』
楚
元
王
伝
）
に
「
往
者
綴
学
之
士
不
思
廃
絶
之
闕
、
苟
因
陋
就
寡
、
分
文
析
字
、
煩
言
砕
辞
、
学
者
罷
老
且
不
能
究
其
一
藝
。
信
口
説
而
背
伝
記
、
是
末
師
而
非
往
古
、
至
於
国
家
将
有
大
事
、
立
辟
雍
・
封
禅
・
巡
狩
之
儀
、
則
幽
冥
而
莫
知
其
原
」
云
々
と
あ
る
。
ま
た
注 （
2
）
で
引
用
し
た
『
漢
書
』
藝
文
志
・
六
藝
略
大
序
の
文
の
直
後
に
「
後
世
経
伝
既
已
乖
離
、
博
学
者
又
不
思
多
聞
闕
疑
之
義
、
而
務
砕
義
逃
難
、
便
辞
巧
説
、
破
壊
形
体
。
説
五
字
之
文
、
至
於
二
三
万
言
。
後
進
弥
以
馳
逐
、
故
幼
童
而
守
一
藝
、
白
首
而
後
能
言
。
安
其
所
習
、
毀
所
不
見
、
終
以
自
蔽
。
此
学
者
之
大
患
也
」
と
あ
る
。
